
議案第１号 

 

令和５年度事業実績報告 

 

１．総括 

令和５年度は林前会長退任後、新役員体制でのスタートとなった。また、これまで猛威を振るっていた

新型コロナウイルス感染症は５類へと移行されたが、介護・医療関係者等を会員とする当協議会では、基

本的な感染対策をとりつつ、オンライン（zoom）、対面及びハイブリット形式での事業開催とした。結果、

対面・オンラインそれぞれのメリットを活かし、効率的かつ効果的な事業を展開することができた。 

各事業としては、対人援助専門職としての高い専門性と倫理観を身につけることを目指した継続的研修

を行うとともに、地域ケア会議への積極的な関わり、主治医をはじめとした医療関係職種との連携強化、

多職種や地域団体等との連携構築に向けた活動、令和３年度に作成した「ケアマネハンドブック」をもと

に、すべての介護支援専門員が平準化されたケアマネジメントプロセスが実践できるよう推進することを

基本方針とした。 

研修事業については、対人援助専門職としての成長に不可欠である“常に基本に戻ること、実践の振り

返りと検証を継続すること”を軸とし、基礎研修では対人援助専門職の枠組みや必要な知識・援助技術を

学ぶ研修会を開催した。共通研修（フォローアップ全体研修）は、山口大学大学院医療系研究科教授であ

り、ひきこもり支援の新モデル、ＳＤＳ支援システム開発講座教授でもある山根俊恵先生にご講演いただ

いた。熟達研修（スーパービジョン研修）は、基礎編・実践編に分かれ、グループスーパービジョンをは

じめ講義・演習などオンライン（zoom）にて開催した。 

施設ケアマネジメント研究活動支援については、施設ケアマネジメントに携わる実践者と意見交換会を

開催し、ニーズの捉え方やその共有方法などの情報交換を行った。 

利用者が住み慣れた地域で暮らしを継続していくための基盤つくりでは、地域認知症ケアコミュニティ

推進事業における、認知症地域支援推進員の役割や連携方法を学ぶ研修会を行った。また、医療・介護お

よび地域団体との連携推進のための交流事業では、民生委員との意見交換会や訪問看護と多職種による意

思決定支援について学ぶ研修を行い、医療介護連携支援体制の構築を目指した。同時に、大牟田市在宅医

療・介護連携ビジョンに基づき、各専門職能団体や地域関係団体等の連携を推進してきた。 

介護支援専門員同士のつながりづくりとしては、ケアマネジメントサポート事業を継続し、感染対策の

中でも意見交換や研修・訪問による相談活動を各包括圏域の主任介護支援専門員同士の創意工夫によって

実施された。 

情報の共有・発信については、“ホームページ”“フェイスブック”を活用するとともに、機関誌“きら

めき”を適宜発行することで、協議会の取り組みや研修会等の報告、実践事例の紹介及び社会資源の情報

発信に努めた。 

令和５年度は、感染対策を講じつつ他団体との足並みをそろえる難しい活動時期であったが、充実した

活動を実施でき、事業所会員は３８件、個人会員２１０名となっている。 

おわりに、当協議会の活動を支援していただいた大牟田市関係課や大牟田市介護サービス事業者協議会

など諸関係団体、及び会員の皆様に厚くお礼を申し上げるとともに、引き続き今後の活動についてご支援、

ご協力をお願いし、令和５年度のまとめとしたい。 

 

 



２． 事業部会事業実績 

（１）事務局 

  ①役員会の開催 

◆第１回（５月１９日） 

    議題：１．令和５年度大牟田市介護支援専門員連絡協議会「書面審議資格確認」について 

       ２．新役員追加について 

       ３．令和５年度の感染対策について 

       ４．講師等謝金に関する規定について 

       ５．個別避難計画作成モデルケースに係る説明会について 

       ６．大牟田市健康福祉推進会議委員の推薦について 

◆第２回（７月２５日） 

    議題：１．各部会の進捗状況について 

       ２．アンケートについて 

       ３．新部会員の追加について 

       ４．令和５年度大牟田市在宅医療推進研修運営委員会委員の推薦について 

   ◆第３回（９月２６日） 

    議題：１．各部会の進捗状況について 

       ２．今後の事業開催方法について 

       ３．大牟田医師会からの講師依頼について 

       ４．在宅医療・介護連携推進事業における多職種事例検討会の事例提供について 

   ◆第４回（１月２４日） 

       防災危機管理室より（災害時要配慮者の個別避難支援計画モデルケースについて） 

議題：１．各部会の進捗状況について 

２．令和６年度総会の開催方法・総会までのスケジュールについて 

◆第５回（３月４日） 

       １．令和６年度定期総会について 

       ２．役員改選について 

       ３．議案書について 

４．大牟田市地域包括支援センター運営委員の推薦について 

５．地域ケア会議への主任介護支援専門員の派遣について 

 

②令和５年度定期総会の開催「書面審議」 

   資格要件確認日：４月２５日 

   議案：１．令和５年度事業実績報告 

      ２．令和５年度決算報告及び基金運用状況報告ならびに監査報告 

      ３．令和６年度事業計画（案） 

      ４．令和６年度予算（案） 

      ５．役員改選（案） 

 

   



③介護関係イベントへの参加及び行政・介護サービス事業者協議会・大牟田医師会との連携 

   ◆大牟田市健康福祉推進会議 橋口会長が委員として参加 

   ◆大牟田市地域包括支援センター運営協議会 松下副会長が委員として参加 

   ◆大牟田市障害者自立支援・差別解消支援協議会 田島事務局員が委員として参加 

   ◆認知症地域医療連携協議会 井上情報交流部会員が委員として参加 

   ◆大牟田市居住支援協議会 松下副会長が監事として参加 

同協議会 井形事務局長が委員として参加 

   ◆大牟田市営住宅審議委員会 今岡広報事業部会長が委員として参加 

   ◆大牟田地域健康推進協議会へ加盟 

◆大牟田みんなの健康展’２３へ参加「おおむたあんしん介護コーナー」を担当 

   ◆地域ケア会議への主任介護支援専門員推薦 

   ◆大牟田市在宅医療・介護連携推進協議会 橋口会長が委員として参加 

    大牟田市在宅医療・介護連携推進協議会企画実行委員会 井形事務局長が委員として参加 

   ◆在宅医療・介護連携推進研修運営委員会 工藤情報交流部会長が委員として参加 

   ◆大牟田市あんしん介護相談員選考委員として森田研修部会長が参加   

   ◆在宅医療介護連携の推進について森田研修部会長が福岡県南筑保険福祉環境事務所とヒアリング 

 

  ④他市町村協議会等との連携と情報収集 

    日程： 10月 15日、11月 19日、12月 17日、1月 21日、2月 18日、3月１６日 

    内容： 令和５年度 SV研修 基礎講座（熊本県介護支援専門員協会）の講師として、 

       当連絡協議会 スーパーバイザー５名参加。 

 

  ⑤ケアマネ支援事業（ケアマネジメントサポート事業） 

◆サポート事業連携担当会議  

     ①日程：７月１４日 ②日程：２月１９日  

     ・包括圏域毎に独自の取り組みを実施。 

     ・各地域包括支援センターと主任介護支援専門員にて現場の課題抽出。 

 

⑥施設ケアマネジメント研究活動支援 

   ◆施設ケアマネジメントに関する意見交換会を実施 

    第１回（１１月１３日） 

     内容：施設ケアマネジメントに関わる支援者同士の繋がりづくり 

        施設ケアマネジメントでの悩みや疑問、対処方法等の情報共有 

     参加者数：１５名 

    第２回（３月１１日） 

     内容：施設内の各職種との連携の図り方やニーズの擦り合わせ 

        変化があまりない利用者のニーズの捉え方 

     参加者数：１８名  

     ※開催にあたって、施設介護支援専門員・生活相談員等実践者との協議を行い開催。 

 



⑦利用者が住み慣れた地域で暮らしを継続していくための研修会 

     ※第５回基礎研修（研修事業部会との共催） 

 

⑧部会活動～会議の開催（４回）すべて zoomにて開催。 

 

（２）研修事業部会 

  ①共通研修（フォローアップ全体研修）（２月３日） 

    内容：「ケアマネジャーと８０５０問題」 

    講師：山根 俊恵氏（山口大学大学院医学系研究科教授 

山口大学医学部 SDS支援システム開発講座教授 

株式会社いちから取締役） 

    会場：イオンモール大牟田 イオンホール 対面及び zoomでのハイブリッド開催 

    参加者数：２８名 

  

  ②熟達研修（スーパービジョン研修）の開催 

    令和５年度より２年間の課程で月１回スーパービジョン研修を実施。参加者の再編成を行い、基

礎編６名、実践編１１名で研修を計１０回実施した。 

 

  ③基礎研修の開催 

   ◆第１回（６月１９日） 

     内容：「やっぱ楽しい！ケアマネジャーのこれから」 

     講師：高松 誠氏（ケアレジェ株式会社代表取締役・ケアプランセンター幸寿 

札幌市介護支援専門員連絡協議会理事） 

     会場：zoom開催 

     参加者数：４１名 

 

◆第２回（７月２０日） 

     内容：「介護現場のハラスメントについて」 

第１回 ６月２日 

役割分担・スケジュールについて 

事務局次長選出 

みんなの健康展の出展について 

事務局員募集について 

今後の事務局部会会議について 

第２回 １０月２６日 

今後の事業開催方法について 

施設ケアマネジメント研究活動への支援について 

利用者が住み慣れた地域で暮らしを継続していくための研修会に 

ついて 

第３回 １月２３日 

ケアマネジメントサポート事業連携担当会議について 

利用者が住み慣れた地域で暮らしを継続していくための研修会 

（認知症当事者の声をまちに反映する取り組み ）について 

施設ケアマネジメント研究活動支援研修会について 

第４回 ２月２８日 

令和５年度事業実績報告・令和６年度事業計画（案）について 

令和６年度総会について 

監事の推薦について 



     講師：後藤 大地氏（岡田・後藤法律事務所 弁護士） 

     会場：zoom開催 

     参加者数：３０名 

 

   ◆第３回（８月２３日） 

     内容：「高齢化社会から多死社会へ 大牟田の現状と在宅医療の未来」 

     講師：梁木 理史氏（村尾在宅クリニック院長・在宅医療専門医指導医・麻酔科専門医 

麻酔科指導医・緩和医療認定医） 

会場：zoom開催 

参加者数：３８名 

 

   ◆第４回（１０月６日） 

     内容：「地震・水害の現場から BCPのヒントを得る」 

     講師：西田 剛氏（医療法人興和会介護老人保健施設なごみの里 理事・事務長 

熊本県介護支援専門員協会 講師） 

会場：zoom開催 

     参加者数：４５名 

 

   ◆第５回（１１月１７日） 

     内容：「利用者が住み慣れた地域で暮らしを継続していくための研修会」 

        ～認知症当事者の声をまちに反映する取り組み～ 

     講師：浦 幸寛氏（認知症地域支援推進員） 

 会場：zoom開催 

     参加者数：３１名 

 

  ④部会活動～会議の開催（５回）  すべて zoomにて開催 

第 1回 ６月９日 令和５年度事業計画研修と役割分担について 

第 2回 ９月６日 研修経過確認について 

第 3回 １１月３０日 次年度研修計画とフォローアップ研修について 

第４回 １２月１４日 次年度計画について 

第 5回 １月１７日 
フォローアップ研修事前打ち合わせと次年度研修につ

いて 

 

（３）広報事業部会 

    ①会報「きらめき」の発行（年３回） 

   ◆VOL．８１号（令和４年７月発行） 

    ・令和５年度 大牟田市介護支援専門員連絡協議会 定期総会の議案書説明会が開催されました 

    ・新会長挨拶／新事務局長挨拶 



    ・令和５年度 第１回 基礎研修 研修報告 

    ・シリーズ実践事例「利用者の望む暮らしと支援者が必要と考える支援に乖離があり、 

                                  対応に苦慮している事例」 

    ・リレー随想 介護老人保健施設サンファミリー 田島 美穂氏 

    ・保険者（大牟田市福祉課）からのお知らせ 

 

   ◆VOL．８２号（令和４年１１月発行） 

    ・令和５年度 スーパービジョン研修がスタートしました！ 

    ・基礎研修③「高齢化社会から多死社会へ 大牟田の現状と在宅医療の未来」 

    ・基礎研修④「熊本に学ぶ～地震・水害の現場から BCPのヒントを得る～」 

    ・シリーズ実践事例「親類と疎遠状態であり、保証人がいない。 

妄想がある一人暮らしの人をどう支援していったら良いか迷った事例」 

    ・リレー随想 介護老人保健施設ぷらいえ 濱田 和代氏 

    ・保険者（大牟田市福祉課）からのお知らせ 

 

   ◆VOL．８３号（令和５年３月発行） 

    ・フォローアップ全体研修が開催されました 

    ・令和５年度 各包括エリア ケアマネジメントサポート事業報告 

・災害時要配慮者の個別避難計画作成モデルケース事業への取り組み 

    ・シリーズ実践事例「本人の入院を通して、本人と妹の強い絆を知ることができた事例」 

    ・リレー随想 生活支援センターサンフレンズ 若松 祐美子氏 

    ・保険者（大牟田市福祉課）からのお知らせ 

  

  ②部会活動～会議の開催（３回）すべて zoomにて開催 

第１回  ４月１３日  きらめき８１号編集会議 

第２回 ８月２１日  きらめき８２号編集会議 

第３回 １２月１１日  きらめき８３号編集会議 

   ※きらめき各号の企画打ち合わせ、記事担当の役割分担 

 

（４）情報交流部会 

①主治医と介護支援専門員及び多職種との交流事業 

   新型コロナウイルス感染症対策で大牟田医師会との共催ができず、今年度も中止とした。 

 

②医療・介護の多職種、地域団体との連携推進のための交流事業 

   今年度は対面で、多職種との意見交換会・交流会を開催した。 

◆民生委員、ケアマネジャーとの意見交換会 

各校区 2 名程度の民生委員の参加と、ケアマネジャー、福祉課職員へ参加を呼びかけ、 

感染対策を図り、対面での交流を行った。 

日程：11月 15日 14：00～15：00 

会場：イオンモール大牟田 イオンホール 



内容：連携を図る上での課題や、連携の在り方について、グループ別の意見交換会 

参加者：78名（民生委員 38名、ケアマネジャー35名、福祉課 5名） 

 

◆訪問看護師とケアマネジャーとの意見交換会  

日程：３月１４日 13：30～15：00 

会場：大牟田市役所 職員会館 ２・３会議室 

内容：「訪問看護師と介護支援専門員との意見交換会」 

講師：アップルハート訪問看護ステーション 管理者 松永 美紀氏  

     講義：「訪問看護と他職種からなる意思決定支援」 

意見交換：グループワーク 

参加者：32名（訪問看護師 8名、介護支援専門員 24名） 

 

③部会活動～会議の開催（7回） すべて集合し開催 

第 1回 6月 8日 年間事業の検討 

第 2回 7月 27日 年間事業の内容の検討 

第 3回 8月 31日 医療・介護の多職種、地域団体との連携推進のための交流

会内容の検討（内容、講師決定） 

第 4回 11月 7日 医療・介護の多職種、地域団体との連携推進のための交流

会内容の検討（役割、タイムスケジュール、進め方につい

て） 

第 5回 12月 11日 医療・介護の多職種、地域団体との連携推進のための交流

会の振り返り 

訪問看護師と介護支援専門員との意見交換会について検討

（講師、内容など） 

第 6回 1月 25日 訪問看護師と介護支援専門員の意見交換会について検討 

（案内方法や内容など） 

第 7回 3月 8日 訪問看護師と介護支援専門員との意見交換会について最終

確認（内容、役割など） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


